





































































































後に二巻二号となる二十年十一月号と、三巻一号となる二十一年一・二月号の二冊がともに刊行されている。北村の回想では、発行所となった宝文館が、十九年十一月の空襲で日本橋の社屋が焼失し、滝野川の仮社屋への移転後に二、三号刊行されたものの、そ 後の製本所や印刷所の火災により発行不能のまま終戦となり、戦後は用紙実績を維持するた に 疎開のため離京していた北村が編集に参加しないまま、 『詩研究』 『日本詩』 二十年十一月号が刊行されたとされる。 『詩研究』の「編輯後記」を見ても、創刊号から十二月号までは 「北村」 よる記述 あり その 二十年一月には 「後記」 が見られず、終戦 の 十年十 の 「編輯室より」 の末尾には「香村生」による「尚ほ本誌は従来の編輯者帰郷のため臨時に私がやりました。 」との記述が載っている。 『日本詩』も同様に、創刊号から二十年一月号まで 編輯後記」を執筆していた花村奨に代わり、二十年十一月号の「編輯後記」には無署名 これ 編輯者が郷里に疎開してゐるため、私が臨時に、それも大急ぎで、まとめ で 意 満たぬところもあらうと察しますが、 御了承を願ひます。 」との記述が載せられ一月号まで編集を担当していた花村がやはり関与しない形で刊行されていた。二誌の最終号 なる二十一年一・二月 については、それぞ 号に花村によるほぼ同文の「あとがき」があり、それ よれば疎開していた期
─ （1 ─
間中に二誌の二十年十一月号が刊行され、二十一年一・二月号も既に編集済みであったため、二誌とも「あとがき」のみ花村が記したとされる。この「あとがき」とともに、それぞれの号にはやはり同文の「社告」も載り、「月刊形式による『詩研究』並に『日本詩』は本号を以て打ち切」ることが告げられ、 わせて季刊『詩研究』の創刊と『令女界』 『若草』の復刊が予告されている。社告では季刊『詩研究』に吸収されるため、 「 『日本
‌





究』では創刊号から十一月 の六冊が三十二頁、十二月号と翌 十年一月号が十六頁であるの 対し 『日本詩』は、創刊号から八 までが五十二頁、その後九月 ～十一月号が四十八頁 十二月号 二 年一月号が三十二頁となっている。頁数 差とあわせて定価も異なり、 『詩研究』が創刊号から十一月号までが特別 為税 含め 四十 銭、十二月 と翌二十年一月 が三 五銭であり、 『日本詩』は 創刊号から十一 までが特別行為税を含め五 三 、十二月号と二十年一月号 五 なっていた。戦後刊行されたそれぞれの二号分については、二誌と 頁数は同一の十六頁で、 定価も二 年 が四十銭、 終刊となっ 二 一年一
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研究誌、 「育成詩誌」 、入門誌の方向も求めら ていたが、二誌にはそれぞ
─ （（ ─







特輯」が組まれ、三好達治、深尾須磨子、野長瀬正夫 長田恒雄 前田鉄之助、江口榛一が推薦した七名を含め 、二十三編の作品が掲載され、さらに戦中刊行分では二十年一月号でも十五編 よる 新人詩篇」が特集として編まれていった。　
このように「育成詩誌」として、 『日本詩』は新人作品の掲載を推進し

























七月号「新人詩篇」欄には、 『若草』への投稿を重ねていた大上敬義の名が見えるが、 大上は八月号、 九月号にも作品が掲載されるとともに、 『地球』の同人でもあった。　
以後も有力な新人の登場が続き、十月号の「新人集」には泉沢浩志、鳥
















の平林敏彦氏と南川隆雄氏の両氏から泉沢の「樫 木の歌」についての言及があり、平林 が「戦争に引き裂かれる人間 悲哀をテーマにした」作品の一例としてあげ、南川氏もまた戦時中作品を選ぶ当初 「画一的なものが多くなる」との予想を覆した「多彩な内容」の一つとして、 帰還を望めない出征に先立ち 家族や友人との別れを詠った作品」である「樫の木の歌」を紹介している。　
このような新人紹介の推進とあわせて、 『日本詩』は詩壇から離れた場





























て表明されている。 『日本詩』にも今村氏が引用したように、当時 潮流への危惧は見られるが、質や表現を重視する視点 継続的に示した点に『詩研究』の研究誌的な性格が現れているのではないか。　
さらに今一つ、 『詩研究』の研究誌性、専門誌性を示すものとして、詩
の新ジャンル創出を目指した姿勢もあげておきたい。八月号では 国民詩劇特輯」として、山本和夫「 『国民詩劇』宣言」と、詩劇作品である菊岡久利「ふるさ 派」 、与田準一「青い道」の二篇が掲載され、 「国民詩劇」と名付けられた叙事詩の創作、 普及が提唱されている。 「民族の一大叙事詩（ 「編輯後記」八月号）
となる「国民詩劇」は、山本によれば、 「……アジア






「新しい朗読詩は色々な意味で劇詩といふ形式をとるのが本当のやうな気もする。 」との期待を述べていた。また『文芸汎論 十八 八 では「特輯
・







































































































































‌ 杉浦静「 〈詩壇の公器〉の再生─「戦後詩」誌の初発」 （ 『戦後詩誌総覧②
　
戦後詩のメディアⅡ「詩学」 「詩と批評」 詩と思想」
』 （和田博文・杉浦静編
　
二〇〇八年十二月
　
日外アソシエーツ）
（
1（）　
‌ 井上光晴編『新日本プロレタリヤ詩集』 （昭和二十一年八月
　
九州評論社）
　
資料調査では、神奈川近代文学館、鶴見大学図書館、大谷大学図書館、愛知大
学豊橋図書館、大妻女子大学総合情報センター図書館、秋谷豊詩
鴗
館、本学図書
館近代文庫のお世話を頂いた。また『現代詩
19（0
─
19（（　
─モダニズム詩誌作品要
覧─
』 （和田博文監修
　
二〇〇六年十月
　
日外アソシエーツ） 、 『現代詩誌総覧⑤
　
─都市モダニズムの光と影Ⅰ
』 （現代詩誌総覧
  編集委員会編
　
一九九八年一月
　
日外
アソシエーツ） 、 『現代詩誌総覧⑥
　
─都市モダニズムの光と影Ⅱ
』 （現代詩誌総覧
  編
集委員会編
　
一九九八年七月
　
同右） 、 『現代詩誌総覧⑦
　
─十五年戦争下の詩学
』 （現
代詩誌総覧
  編集委員会編
　
一九九八年十二月
　
同右） 、 『戦後詩誌総覧②
　
戦後詩
のメディアⅡ
　「詩学」 「詩と批評」 「詩と思想」
』 （和田博文・杉浦静編
　
二〇〇八年十
二月
　
同右） 、 『戦後詩誌総覧④
　
第二次世界大戦後の〈実存〉と〈思想〉
』 （和田博文
・
杉浦静編
　
二〇〇九年六月
　
同右） 、 『戦後詩誌総覧⑤
　
感受性のコスモロジー
』 （和
田博文・杉浦静編
　
二〇〇八年十一月
　
同右） 、 『秋谷豊公式ホームページ「秋谷
豊資料室」
w
w
w
.akiya-yutaka.com
/（index.htm
l 』を活用させて頂いた。併せて
厚く御礼申し上げます。　
以下に『詩研究』創刊号から終刊号（昭和十九年六月～昭和二十一年一月）ま
での目次を掲げる。【凡
　　
例】
・号数表示は目次に従い、発行日を付加した。・
‌ 目次記述を基本として作成したが、目次と内題が相違する場合は内題を記述し、目次に記載がない、あるいは注記等 必要な場合は〔
　
〕内に加筆した。
・原則として新字体 記に改めた。
『詩研究』目次
　
六月創刊号・第一巻第一号（昭和十九年六月一日発行）
詩人の使命
（巻頭言）
‌
井上
　
司朗
‌
1
日本 歌 源流
‌
保田與重郎
‌
（～
（
与謝野鉄幹
‌
山本
　
和夫
‌
1（～
1（
特輯詩篇・二十一人集　
春の旅人
‌
三好
　
達治
‌
（
　
麦のなかの女
‌
竹中
　　
郁
‌
（～
（
　
西郷隆盛
─その一〔目次では「西郷隆盛」 〕
‌
佐伯
　
郁郎
‌
（～
（
　
雪
‌
佐藤
　
一英
‌
（
　
蛙しば鳴く
‌
巽
　　
聖歌
‌
（～
9
　
ばうせきの煙突
‌
小野十三郎
‌
9
　
押川春浪氏
‌
岡崎清一郎
‌
（0～
（1
　
‌ 日の本の酒
　
征旅酒に寄せて国を懐ふ歌二篇〔目次で
‌
は「 本の酒」 〕
‌
大木
　
惇夫
　　
オランダ酒場にて
〔目次には記載なし〕
‌
‌
10
　　
日の本の酒
〔目次には記載なし〕
‌
‌
10～
11
　
従軍詩篇
マライの点描
〔目次では「マライの点描」 〕
‌
北川
　
象一
‌
1（～
1（
　
富士
‌
木原
　
孝一
‌
19
　
行軍征歌
‌
小池
　
吉昌
‌
19～
（0
　
帰郷
〔目次では「帰京」 〕
‌
加藤竹次郎
‌
（0
　
出撃
─基地風景〔目次では「出撃」 〕
‌
高田
　　
新
‌
（0～
（1
　
わが焦立ちの中の風景
‌
丸山
　　
薫
‌
（（
　
高原の村にて
‌
野長瀬正夫
‌
（（～
（（
─ （（ ─
　
山村二題
‌
田中
　
冬二
　　
ほととぎす
〔目次には記載なし〕
‌
‌
（（
　　
麨
〔目次には記載なし〕
‌
‌
（（
　
夏
‌
北園
　
克衛
‌
（（～
（（
　
笛
‌
大木
　　
実
‌
（（～
（（
　
登高四章
‌
岡本
　　
潤
‌
（（
　
北の守備線
‌
渡辺
　　
渡
‌
（1
　
港
‌
杉山
　
平一
‌
（1
　
球
〔目次には記載なし〕
‌
杉山
　
平一
‌
（1
前線と詩魂
‌
井上
　
康文
‌
（（～
（9
詩人常会　
提言
‌
菊岡
　
久利
‌
19～
（1
　
一つの覚書
‌
野田宇太郎
‌
（（
　
愛国詩につき
‌
城
　　
左門
‌
（（～
（（
　
一人から 人へ
‌
塩野
　
筍三
‌
（（
編輯後記
〔目次には記載なし〕
‌
（北村）
‌
（（
　
七月号・第一巻第二号（昭和十九年七月一日発行）
詩人言
（巻頭言）
‌
尾崎
　
喜八
‌
1
日本 歌の源流
（二） 〔目次にはナンバーなし〕
‌
保田與重郎
‌
（～
（
北村透谷
‌
神保光太郎
‌
（0～
（（
七月詩篇・十八 集　
秀三先生お召
‌
菊岡
　
久利
‌
（
　
山径
‌
阪本
　
越郎
‌
（
　
鉄量に鉄量を
‌
安西
　
冬衛
‌
（～
（
　
田園の肖像
‌
村野
　
四郎
‌
（～
9
　
国民学校
‌
竹村
　
俊郎
‌
9
　
機密兵器生産の士に贈る
‌
平田内蔵吉
‌
9
　
‌ 葦の葉もてしるす
（鎮魂楽） 〔目次では「葦の葉もてし
‌
るす」 〕
‌
深尾須磨子
‌
1（～
1（
　
浮雲に寄する
‌
川田
　
総七
‌
1（
　
鉄について
─応徴日記〔目次では「鉄について」 〕
‌
久須
　
耕造
‌
1（～
19
　
初夏
‌
五百旗頭欣一
‌
19
　
夢の救ひ
‌
木村
　
宙平
‌
19
　
町の音
‌
菱山
　
修三
‌
（（
　
いま着きぬ
‌
与田
　
準一
‌
（（～
（（
　
梅田雲浜
‌
山本
　
和夫
‌
（（～
（（
　
青葉若葉
‌
前田鉄之助
‌
（（
　
山の讃歌
‌
真壁
　　
仁
‌
（（～
（（
　
母
‌
三ッ村繁蔵
‌
（（
　
臣民の道
‌
上田
　
静栄
‌
（（
詩人常会　
共栄圏の詩人
‌
春山
　
行夫
‌
1（
　
積極的活動を
‌
仲村
　
久慈
‌
1（～
19
　
愛国詩の道
‌
安藤
　
一郎
‌
（（
　
希望の中から
‌
笹沢
　
美明
‌
（（～
（9
　
提案二三
‌
岩佐東一郎
‌
（9
梨の実
（遺稿）
‌
津村
　
信夫
‌
10～
11
津村信夫年譜
〔目次には記載なし〕
‌
‌
10～
11
臨終前後
─弟信夫について─〔目次では「弟信夫の臨終前後」 〕
‌ 津村
　
秀夫
‌
1（～
1（
戦ふ北九州
‌
劉
　　
寒吉
‌
（0～
（1
編輯後記
〔目次には記載なし〕
‌
（北村）
‌
（（
─ （（ ─
　
八月号・第一巻第三号（昭和十九年八月一日発行）
敵撃滅へ
（巻頭言）
‌
阪本
　
越郎
‌
1
日本詩歌の源流
（三） 〔目次にはナンバーなし〕
‌
保田與重郎
‌
（～
（
日本歴史と詩精神
‌
南江
　
治郎
‌
1（～
1（
ただ勝利あるのみ
‌
井上
　
康文
‌
1（～
1（
詩篇　
単独飛行第一日
‌
尾崎
　
喜八
‌
10
　
白壁に賦す
‌
佐伯
　
郁郎
‌
10～
11
　
九段の鳩
‌
野田宇太郎
‌
11～
1（
　
夏
‌
中山省三郎
‌
1（～
1（
　
兵村の月
‌
更科
　
源蔵
‌
1（
　
ゆめ
‌
大江
　
満雄
‌
（
　
甲斐山川抄
‌
杉原邦太郎
‌
（（
詩集
「戦闘機」について
〔目次では「戦闘機について」 〕
　
一言
‌
神保光太郎
‌
（～
（
　
苦言
‌
近藤
　　
東
‌
（
白衣詩抄　
石斧
‌
寺田
　　
弘
‌
1（～
1（
　
‌ 全治の療友をうたへる
〔目次では「全治の療友を歌へ
‌
る」 〕
‌
久保田末吉
‌
1（
　
夕べが来た
‌
小川
　
安一
‌
1（～
1（
　
夜行軍
‌
横山
　
元二
‌
1（
国民詩劇特輯　『国民詩劇』宣言
〔目次では「国民詩劇宣言」 〕
‌
山本
　
和夫
‌
19～
（（
　
国民詩劇
ふるさと派
〔目次では「ふるさと派」 〕
‌
菊岡
　
久利
‌
（（～
（（
　
国民詩劇
青い道
〔目次では「青い道」 〕
‌
与田
　
準一
‌
（（～
（（
編輯後記
〔目次には記載なし〕
‌
（北村）
‌
（（
　
九月号・第一巻第四号（昭和十九年九月一日発行）
睡蓮の花
（巻頭言）
‌
河井
　
酔茗
‌
1
「をぢさんの詩」研究
‌
尾崎
　
喜八
‌
（～
（
島崎藤村
‌
伊藤
　
信吉
‌
（0～
（（
そのころの鷗外
‌
松本
　
吉次
‌
（（～
（（
特輯・決戦詩集　
仏院の冥想
‌
野口米次郎
‌
（～
（
　
いくさうた
‌
南江
　
治郎
‌
（～
（
　
‌ 紅蜀葵と夏萩と
―或は「誠の道へ」―〔目次では「紅
‌
蜀葵と夏萩と」 〕
‌
笹沢
　
美明
‌
（～
9
　
勝利ノ子
‌
近藤
　　
東
‌
9
　
サイパンの童たちを悼む
‌
安藤
　
一郎
‌
1（～
1（
　
決戦日日
‌
長田
　
恒雄
‌
1（～
1（
　
サイパンの同胞に寄す
‌
伊福部隆彦
‌
1（～
1（
　
不滅の分身
‌
上田
　　
保
‌
1（～
1（
　
怒りを応ふ
‌
八十島
　
稔
‌
1（～
1（
　
その一人
‌
喜志
　
邦三
‌
1（～
1（
　
もういちど
‌
宮崎
　
丈二
‌
1（～
19
　
勤労奉仕
‌
藤浦
　　
洸
‌
19
　
民族の慟哭
‌
藪田
　
義雄
‌
（（
　
蓆
‌
佐川
　
英三
‌
（（～
（（
　
あの瞳
‌
江間
　
章子
‌
（（～
（（
　
戦列に就く者
‌
横山
　
青娥
‌
（（
─ （9 ─
　
昭和十九年夏
‌
杉山
　
平一
‌
（
詩人道風　
詩の力
‌
阪本
　
越郎
‌
10
　
純粋のこと
‌
三ッ村繁蔵
‌
10～
11
　
詩・技術・批評
‌
喜志
　
邦三
‌
11
編輯後記
〔目次には記載なし〕
‌
（北村）
‌
（（
　
十月号・第一巻第五号（昭和十九年十月一日発行）
詩人の「まこと」
（巻頭言） 〔目次では「詩人のまこと
‌
（巻頭言） 」 〕
‌
笹沢
　
美明
‌
1
古代歌謡と詩精神
‌
藤田徳太郎
‌
（～
11
詩の方向
‌
山本
　
和夫
‌
1（～
（1
詩篇十二篇　
青穹賦
‌
三好
　
達治
‌
（～
（
　
サイパン失陥に激す
‌
前田鉄之助
‌
（～
（
　
‌ 荒野の夢の彷徨圏から
（十三分ノ一章） 〔目次では
‌
「荒野の夢の彷徨圏から」 〕
‌
吉田
　
一穂
‌
（～
（
　
我が征く朝に
‌
木下
　
夕爾
‌
（
　
萩の葉抒情
‌
臼井喜之介
‌
（
　
‌ 慈雨を乞ふと慈雨を讃ふの賦竝に豊作を禱るの辞
‌
　
一、慈雨を乞ふの賦
‌
江口
　
榛一
‌
（（～
（（
　　
二、慈雨を讃ふの賦
‌
‌
（（
　　
三、豊作を禱るの辞
‌
‌
（（～
（（
　
〔目次では「慈雨を乞ふの賦
  他二篇」 〕
　
参宮線にて
‌
安西
　
冬衛
‌
（（～
（（
　
厳然たり
　
航空母艦にて〔目次では「厳然たり」 〕
‌
井上
　
康文
‌
1（
　
満天の星
‌
小野十三郎
‌
1（～
1（
　
征途
‌
小林
　
善雄
‌
1（
　
柘榴
‌
梶浦
　
正之
‌
1（
　
声
‌
江口
　
隼人
‌
（（
詩人道風　
新しき抵抗について
‌
村野
　
四郎
‌
1（
　
除草漫語
‌
深尾須磨子
‌
1（～
1（
　
‌ 『ロダンの言葉』に関連して
〔目次では「 「ロダンの言
‌
葉」に関連して」 〕
‌
岡本
　　
潤
‌
1（
放送のための国民詩劇
施設部隊の歌
〔目次では「施設部隊
‌
の歌（国民詩劇） 」 〕
‌
西村
　
皎三
‌
（（～
（1
編輯後記
〔目次には記載なし〕
‌
（北村）
‌
（（
　
十一月号・第一巻第六号（昭和十九年十一月一日発行）
中国への思ひ
（巻頭言）
‌
菊岡
　
久利
‌
1
詩論特輯　
‌ 機械に対する日本人の思想
・戦争詩論〔目次では「機
‌
械に対する日本人の思想」 〕
‌
大江
　
満雄
‌
（～
（
　
詩と人格
‌
安藤
　
一郎
‌
10～
1（
　
現代 論
‌
木下常太郎
‌
1（～
19
葡萄
〔目次では「葡萄他一篇」 〕
‌
佐藤
　
一英
‌
（
秋思二題
‌
城
　　
左門
‌
（～
（
麦の詩
‌
野長瀬正夫
‌
（～
（
在りし日の中国の詩人達に
─わが友赤木健介著す「在り
‌
し日の東洋詩人たち」なる評論集あり、依倣して題す。 〔目
‌
次では「在りし日 中国の詩人達に」 〕
‌
岡本
　　
潤
‌
（～
9
─ （0 ─
詩人道風　
一つの期待
‌
北園
　
克衛
‌
1（
　
恐怖
‌
小林
　
善雄
‌
1（～
1（
　
唇頭の灰
‌
中桐
　
雅夫
‌
1（
白明の頌
‌
福田
　
正夫
‌
（0
戦ひの日 恋
‌
北村
　
喜八
‌
（0～
（1
弾丸
‌
伊波
　
南哲
‌
（1～
（（
日曜亭
‌
村上菊一郎
‌
（（～
（（
大人の背なかに圧倒されて
‌
山田岩三郎
‌
（（
家
‌
国吉
　
真善
‌
（（
中秋
‌
一瀬
　　
稔
‌
（（～
（（
凩
‌
菊池
　　
正
‌
（（
国民詩劇
暉（みひかり）
〔目次では「暉（みひかり）国民
‌
詩劇」 〕
‌
南江
　
治郎
‌
（（～
（（
編輯後記
〔目次には記載なし〕
‌
（北村）
‌
（（
　
十二月号・第一巻第七号（昭和十九年十二月一日発行）
詩人の任務
（巻頭言）
‌
村野
　
四郎
‌
1
詩なきアメリカ
‌
中野
　
繁雄
‌
（～
（
攘夷の詩人たち
‌
田辺耕一郎
‌
1（～
1（
詩篇七人集　
旅愁・哀別
‌
西條
　
八十
‌
（
　
草莽の母
‌
阪本
　
越郎
‌
（～
（
　
父の手
‌
三ッ村繁蔵
‌
（～
（
　
山縣大弍の墳墓にて
‌
杉原邦太郎
‌
（～
（
　
秋風賦
〔目次では「秋風譜」 〕
‌
浅井十三郎
‌
（
　
飛行場にて
‌
殿岡
　
辰雄
‌
9
　
望郷歌
‌
柴山
　
群平
‌
1（
詩人道風　
詩人の方法
‌
長田
　
恒雄
‌
10
　
副詞ぬき 文学
‌
近藤
　　
東
‌
10～
11
　「殴込み」について
‌
宮崎
　
丈二
‌
11
編輯後記
〔目次には記載なし〕
‌
（北村）
‌
1（
　　
新年号・第二巻第一号（昭和二十年一月一日発行）
我観反歌論
‌
伊福部隆彦
‌
（～
9
詩を思ふ
‌
上田
　　
保
‌
1（～
1（
移動演劇用国民詩劇
　
鉄道旗の下に
〔目次では「鉄道旗
‌
の下に
  国民詩劇」 〕
‌
近藤
　　
東
‌
（～
（
戦塵詩篇
  加藤少将
‌
増田
　　
晃
‌
10～
1（
　
加藤少将
　
マンダレー進駐
　
土田忠
　
張家集
　
窓
　
岳州をたちて
詩人道風　
詩的雰囲気
‌
山中
　
散生
‌
1
　
葦原の歌
‌
小野十三郎
‌
1～
（
　
壕の中で
‌
八十島
　
稔
‌
（
─ （1 ─
　
十一月号・第二巻第二号（昭和二十年十一月一日発行）
新文学の誕生を切望する
─若い世代に与へて─〔目次では
‌
「新文学の誕生を切望する」 〕
‌
笹沢
　
美明
‌
1～
（
成吉思汗の冬
‌
巽
　　
聖歌
　
成吉思汗にて
‌
‌
（～
（
　
北辰寮
‌
‌
（
　
雅魯河
‌
‌
（～
（
　
匪団
‌
‌
（
　
出荷期
‌
‌
（
新人群り出でよ
─日本詩壇の動向─〔目次では「新人群り
‌
出でよ」 〕
‌
勝田
　
香月
‌
（～
1（
農耕民族の詩
‌
渡辺
　　
渡
‌
1（～
1（
編輯室より
〔目次には筆者名記載なし〕
‌
（香村生）
‌
1（
　
一・二月号・第三巻第一号（昭和二十一年一月一日発行）
いいお年を
‌
井上
　
康文
‌
（～
（
新日本詩壇の動向
─既成詩壇の崩壊と新興詩壇の胎動─
‌
〔目次では「新日本詩壇の動向」 〕
‌
勝田
　
香月
‌
（～
9
新しき道
‌
井上
　
淑子
‌
10
北へ帰る
　
宿にて
〔目次では「北へ帰る」 〕
‌
北山冬一郎
‌
11
詩歌作家へ
〔目次 は記載なし〕
‌
木村
　
捨録
‌
1（
出版界粛清令と詩壇
〔目次では「出版粛清と詩壇」 〕
‌
関東
　
詩人
‌
1（
幼い日のやうに
‌
菊池
　
正吉
‌
1（
月下の彷徨
‌
古林
　
謙二
‌
1（～
1（
詩
〔目次では「一つの詩」 〕
‌
谷
　　
哀水
‌
1（
朝山に
‌
中島
　
達夫
‌
1（
あとがき
〔目次には記載なし〕
‌
花村
　　
奨
‌
1（
‌
（いのくま
　
ゆうじ
　　
日本語日本文学科）
